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	＜小売関連＞
	◆【百貨店】大手3社の7月前半の既存店売上高は前年比2～3割減程度と、減少幅は6月並み。
	◆【アパレル】6月既存店売上高はしまむらとユニクロが前年比3割増程度、  ユナイテッドアローズは前年並みとなり5月から大幅に改善。　 自粛が緩和されたことに加え、高気温やセール実施が押し上げ要因となった。
	◆【スーパー】7月前半の売上は前年比＋4％程度と、6月から伸び率に大きな変化は見られない。 主力の食品の売上は同＋5％前後であった。
	◆【ホームセンター】7月前半の売上は前年比＋3％前後と、伸び率は6月（同＋10％前後）を 下回ったものの、依然として前年比でプラスを維持。
	◆【家電】7月前半の大手家電量販店の売上は前年比＋20％前後であった。 特別定額給付金の効果もあり、6月に続き幅広い品目で売上が増加している。
	◆【自動車】6月の新車販売台数は5月から7.6万台増加した（大和総研による季節調整値）。しかしながら、消費増税が実施された2019年10月の水準を依然として下回る。

	＜サービス関連＞
	◆【新幹線】東海道新幹線の7月前半の輸送量は前年比7割減程度と、減少幅は6月並み。
	◆【旅客機】ANAグループでは、7月は国内線の約5割、国際線の約9割が運休する。 8月はANA、JAL両グループで国内線は約1割、国際線は約9割が運休する予定。
	◆【宿泊】5月の外国人宿泊者数（宿泊日数ベース）は、4月と同様にほぼゼロであった。 6月の訪日外客数はほぼゼロであったことから、6月も同様の結果が見込まれる。 5月の日本人宿泊者数は前年比8割減程度と4月から小幅に悪化した。
	◆【外食】5月売上高は前年比3割減程度と4月から小幅に改善した。 客数の回復は鈍かったが、客単価が改善した。

	＜参考：Google社の位置情報データ＞
	＜参考：第3次産業活動指数＞



